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青�
あ
き
の
さ
ん
（
野
口
平
）
は
、
環
境

保
全
茨
城
県
民
会
議
ほ
う
賞
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

青�
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
那
珂
川
水

５９

系
水
質
保
全
協
議
会
水
質
保
全
協
力
員
と
な

り
、
那
珂
川
の
支
流
で
あ
る
緒
川
の
水
質
調

査
や
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
・・・・・・・・・・・・
褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒
章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章
おおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめ
でででででででででででで
とととととととととととと
うううううううううううう
ごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

叙
勲
・
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

各
分
野
の
功
労
者
と
し
て
叙
勲
・
褒
章
を

受
章
さ
れ
た　

人
の
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え

１０

る
た
め
、「
叙
勲
・
褒
章
受
章
祝
賀
会
」が
、
５

月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
で

３０
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
発
令
順
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

綿
引　

定
一
さ
ん（

東
野　

郵
政
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

寺
門　
　

登
さ
ん（

上
村
田　

消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

大
内　

艶
子
さ
ん

（
栄
町　

社
会
福
祉
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

　

栗
田　
　

武
さ
ん

（
氷
之
沢　

地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

相
澤　

馬�
さ
ん（

下
檜
沢　

郵
政
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

豊
田　

健
次
さ
ん

（
中
居　

地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

二
方　

孝
光
さ
ん（

西
野
内　

防
衛
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

五
位
渕
東
典
さ
ん　
　

（
下
小
瀬　

消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

堀
江　
�
夫
さ
ん（

盛
金　

消
防
に
功
労
）

◇
藍
綬
褒
章

　

大
森　

忠
雄
さ
ん

（
上
檜
沢　

統
計
調
査
に
功
労
）

　

広
報
誌
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん

を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
す
。
市
で
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
を

月
１
回
、「
旬
報
ひ
た
ち
お
お
み
や
」
を

月
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

広
報
を
充
実
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
広
報

協
力
員
を
お
い
て
、
各
地
域
の
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
次
の

　

人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

１０て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
協
力
員
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
身
近
な
話
題
を
「
広
報
常
陸
大

宮
」
等
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

平
成　

年
度
の
広
報
協
力
員
さ
ん

19
◇
中
山
さ
ち
こ
さ
ん
（
三　

美
）

◇
大
森
か
ほ
り
さ
ん
（
南　

町
）　

◇
鳥
喰　

昌　

さ
ん
（
野　

上
）

◇
相
沢　

洋
子
さ
ん
（
諸　

沢
）

◇
初
原　

智
明
さ
ん
（
鷲　

子
）

◇
岡
崎　

正
男
さ
ん
（
下
檜
沢
）

◇
岡
崎
喜
代
蔵
さ
ん
（
上
小
瀬
）

◇
本
橋　

雄
之
さ
ん
（
小　

舟
）

◇
岡�
　

絹
枝
さ
ん
（
長　

倉
）

◇
石
川　

晧
一
さ
ん
（
野　

口
）

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp
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５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

２０

　

日
間
に
わ
た
り
「
春
の
全
国

１０交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
宮
地
域
に
お
い
て
は
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
５
月　

日
、

１１

国
道
１
１
８
号
（
ジ
ャ
ス
コ
常

陸
大
宮
店
駐
車
場
東
側
）
で
、

「
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
、
副
市
長
、
大
宮
警
察

署
長
、
大
宮
警
察
署
交
通
課
長
を
は
じ
め
署

員
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮
支
部
、

大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
推

進
員
、
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
の
協
力
を
得
て
展
開

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、『
飛
び
出
さ
な
い　

君
も
車
も

自
転
車
も
』
を
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
、
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
に
お
い
て
は
、
５
月　

日
に
小

１５

瀬
地
域
の
国
道
２
９
３
号
か
ざ
ぐ
る
ま
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
地
域
の
交
通
安
全
関
係
の
皆
さ
ん
の
参

加
協
力
と
共
に
、
高
校
生
自
身
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
小
瀬
高
校
の
生

徒
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
施
に
あ

た
り 
岩
間
祐
香
さ
ん
（
小
瀬
高
校
３
年
）
か

ら
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
決
意
表
明
が

あ
り
、
引
き
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
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▲ジャスコ常陸大宮店前にて

▲小瀬高校の皆さん（緒川かざぐるま前にて）
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安
全
運
転
の
願
い
を
込
め
て
、
交
通
安
全

協
会
緒
川
支
部
理
事
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
看

板
を
、
緒
川
地
域
の
国
道
２
９
３
号
線
か
ざ

ぐ
る
ま
前
や
、
や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
入
口
ほ

か
２
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
日
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

最
中
で
、
車
の
往
来
も
普
段
に
比
べ
多
く
、

行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
看
板
に
視
線
を
送

り
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
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山
方
小
学
校
（
５
月
１
日
）
と
山
方
南
小

学
校
（　

日
）、
小
瀬
小
学
校
（
７
日
）
に
お

１０

い
て
、
全
児
童
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教

室
が
市
の
交
通
安
全
教
育
指
導
員
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
安
全
な
道
路
の
横
断
練
習
や

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
小
瀬
小

学
校
に
お
い
て
は
、
道
路
の
横
断
練
習
の
ほ

か
自
転
車
の
乗
り
方
の
実
技
を
交
え
て
学
び

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
指
導

を
受
け
、
交
通
安
全
の
た
め
の
知
識
や
ル
ー

ル
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
ダ
ミ
ー

人
形
に
よ
る
衝
突
事
故
の
実
験
も
行
わ
れ
、

人
形
の
衝
撃
を
目
の
前
で
見
て
、
事
故
の
恐

ろ
し
さ
と
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
よ
う
で
す
。

▲山方南小学校

▲山方小学校

▲小瀬小学校
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５
月　
・　

日
の
２
日
に
わ
た
り
、『
常
陸

１９
２０

国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り（
茨
城
大
会
）』が
、

日
立
、
大
子
、
袋
田
、
常
陸
大
宮
の
４
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
県
北
地
域
の
振
興
対
策
と

し
て
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
共
生
の

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
県
内
初
の
民
間
主

催
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
４
回

目
。
茨
城
県
を
は
じ
め
、
宮
城
、
栃
木
、
福

島
、
東
京
、
埼
玉
な
ど
の
チ
ー
ム
も
出
場
し

ま
し
た
。

　

祭
り
２
日
目
の　

日
に
は
、
市
文
化
セ
ン

２０

タ
ー
（
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
）
の
広
場
が
会
場
と
な

り
、　

チ
ー
ム
が
躍
動
感
溢
れ
る
踊
り
を
披

４４

露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
招
待
チ
ー
ム
と
し
て

関
西
京
都
今
村
組
（
京
都
府
）
と
茨
城
県
立

水
戸
商
業
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

が
出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
の
植
樹
が
５
月　
２６

日
、
鷲
子
の
「
ピ
ジ
ョ
ン
美
和
の
森
」
で
行

わ
れ
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
１
０
０
人
の
赤

ち
ゃ
ん
と
家
族
ら
約
３
５
０
人
が
ナ
ラ
や
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
育
児
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

ピ
ジ
ョ
ン（
株
）。
育
児
と
育
樹
は
、
相
通
じ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
１

９
８
７
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で　

回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

２１

植
え
た
木
は
８
万
本
、
東
京
ド
ー
ム
６
個
分

を
上
回
る
広
さ
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
市
内
で
は

　

人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
、

５０赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
い
ま

し
た
。

《
場
所
》「
問
い
合
わ
せ
先
」

《
場
所
》「
問
い
合
わ
せ
先
」　

７/２７・２８７/２８８/４８/１２
（８/１９　予備日）

８/１４８/１８
（雨天順延）

８/２５・２６
（８/２７　予備日）
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▲植樹者代表の阿部心奏（このか）ちゃんとその
ご家族




